
 

 

令和４年度 北海道高等学校サッカー選手権大会 ベスト１６ 

令和４・５年度 全国高校サッカー選手権大会 北海道予選出場 

高円宮杯Ｕ18 北海道ブロックリーグ道央 １部所属 

活動場所：滝川河川敷サッカー場、砂川河川敷サッカー場（天然芝） 

 ８月２３日（日）、８月２９日（土）の２週に渡っておこなわれた、高校サッカー選手権地区予選の結果を報告い

たします。                                                

           ・準決勝 対 北海道岩見沢緑陵高等学校 

                                   結 果 ３－２ （前：２－２、後：１－０） 勝利 

                                   得点者：３年（２名）、１年                          

 前半開始早々の２分で CK から失点し、嫌な流れの試合となりました。いつもなら連続失点となる場面でしたが、

右サイドからの崩しで得点を奪い、早い段階で同点にすることができました。しかし、その後にまたしても CKから

失点し２－１とリードを許しました。何とか前半で追いついておきたいところで１年生のミドルシュートが決まり

同点。２－２で前半終了となりました。後半は『戦う気持ちを前面に』出すことを伝え、運動量を落とさないこと、

守備の注意点、攻撃の連携を再確認しました。両チーム得点がなかなか決まらない中、右サイドの深い位置にドリブ

ルで侵入した３年生 FW からのパスを３年生 MF が冷静にゴールへシュートし逆転ゴールを奪うことに成功しまし

た。試合終了のホイッスルが鳴るまで、相手チームの攻撃を何とか防ぎ、勝利をすることができました。     

・決 勝 対 北海道岩見沢東高等学校 

                                   結 果 １－０ （前：０－０、後：１－０） 勝利       優勝（２年ぶり）       

                                   得点者：１年                                 

 今シーズン４度目の対戦となる岩見沢東高校戦は、全道大会が懸かる負けられない１戦でした。これまで３連敗

を喫している相手に対して、どのように戦うか準決勝終了後からトレーニングを重ねてきました。 

 前半、相手は想定していたフォーメーションでしたが、準決勝で観た守備強度よりも高く、しっかりとした守備陣

形でなかなか得点を奪うことができませんでした。攻撃の時間を多くし、相手に圧力をかけ続けましたが前半を０

－０で終えました。後半、相手サイドバックの裏を攻略することを指示しましたが、なかなかうまくボール配球をす

ることができず、逆にカウンターでピンチとなる場面をつくってしまいま 

した。両チーム、得点がないまま後半 39分に相手ゴール中央の裏へ配球 

したパスに１年生が反応し、ペナルティエリア内でファウルを受け PKを 

獲得しました。その PKをしっかりと決めきり先制。残り数分を守り切り、 

4度目の対戦で今シーズン初勝利と地区優勝、全道大会出場権獲得を果た 

しました。 

 高体連支部大会では悔しい想いをし、リーグ戦でも全敗のチームでしたが、目標としていた「全道大会出場」を成

し遂げ、チームの成長を感じる大会となりました。10月 17 日（土）旭川市で開催される全道大会に向け、チーム

力の強化と個人のレベルアップを図り、空知・北空知地区代表として恥じない戦いをしたいと思います。本大会では

多くの保護者の皆様に応援に来ていただき、選手の力になりました。本当にありがとうございました。 

北海道滝川西高等学校 サッカー部 


